
第３３回 米国生薬学会 
■１９９２年７月２６日～３０日　米国バージニア州・ウィリアムズバーグ 

■日本語訳 
ノウゼンカズラ科植物成分のラパコールは､各種ナフトキノンの生合成
前駆体である。ラパコールの発癌プロモーション抑制効果についての
予備実験で得た我々の知見に基づき､その作用を更に詳細に検討した。
ラパコールはエプスタイン・バールウイルス（EBV）のゲノムを持ったヒトの
リンパ芽細胞の早期抗原誘発の阻止に効果的である。更に､ラパコール
は７、１２－ジメチルベンツ(a)アントラセン（DMBA）や、１２－O－テトラデカ
ノイルホルボール－１３－アセテート（TPA）によって誘発されるハツカネズミ
の皮膚での腫瘍発現を抑制した。ラパコールを与えたハツカネズミでは､
１５週間の実験で､ハツカネズミ固体当たりの乳頭腫の平均数が顕著に
減少した。種々の投与量のラパコールで前処置をした場合の発癌プロ
モーション抑制活性と細胞毒性についても述べる。 
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｢ANTI-TUMOR  PROMOTING  ACTIVITY  OF  LAPACHOL．」 
ラパコールの抗発がん活性プロモーター 
S. Ueda1, H. Tokuda2, H, Nis-hino2 and  A. Iwashima2,
1Faculty  of  Pharmaceutical  Sciences, Kyoto  University, Kyoto  606,
2Kyoto  Prefectural  University  of  Medicine, Kyoto  602, JAPAN

第９回 和漢医薬学会 
■１９９２年８月１５日～１６日　東京都 
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【目的】 
難病とされるSLEとRAは、ステロイドが有効であるが､長期の使用では
副作用が問題となる。長期に使用できる薬剤が必要とされる。今回、南米産
ノウゼンカズラ科Tabebuia属植物（Ta）について検討した。 
 

【方法】 
SLEとRAの病変を自然発症するMRL／Lマウス（雄性６週齢）６例にTaの

煮沸抽出液を経口投与し（Ta群）、１４週後体重、腎、脾、および肝重量､抗核抗体､
抗Sm抗体､RA因子の測定と腎組織を無投与の対照群（C群）と比較検討した。  
【結果】 
C群の平均体重３９ｇに対しTa群は４８ｇとＴａ群で体重の有意の増加を

示した。Ｃ群は平均して痩身を呈し毛なみの劣化を認めた。腎重量はＣ群
で平均２９４ｍｇ、Ｔａ群で３９５ｍｇと有意差を認めた。血清検査では特に
有意差を認めなかった。腎組織でも著明な差は認めなかった。  
【結論】 
SLEとRA病変を示すマウスに対し､Taは血清学的変化を示さなかったが､
臨床的所見において有効性を認めた。 

｢Effects of Tabebuia plants of Bignoniaceae from South America on spontaneous autoimmune 
abnormality in MRL/L mice」 
自己免疫異常自然発症MRL／1マウスに対する南米産ノウゼンカズラ科Tabebuia属 植物の効果 
Kazuya Okada, Keiji Ajimura, Yoshio Mori, Etsuko Maejima, Youichi Yamada, Masatoshi Sou, Takao Maeda, and Susumu Yukawa
The Third Department of Internal Medicine, Wakayama Medical University
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